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○国や市の動き

１ 横浜駅周辺を取り巻く状況
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東京圏の都市鉄道が目指すべき姿

（１）国際競争力の強化に資する都市鉄道
（２）豊かな国民生活に資する都市鉄道
（３）まちづくりと連携した持続可能な都市鉄道
（４）駅空間の質的進化 ～次世代ステーションの創造～
（５）信頼と安心の都市鉄道
（６）災害対策の強力な推進と取組の「見える化」

参考：東京圏における今後の都市鉄道のあり方について（答申）／H28.４.20／交通政策審議会

訪日外国人旅行者数と2030年次の目標数（年間）

首都圏空港（羽田・成田）の発着枠と2020年代後半次の目標（年間）

2010年 52 2019年 75 2020年代
後半

2010年 861 2019年 3,188 2030年 6,000
万人 万人 万人

参考： H23.1 JNTOリリース資料／R2.7観光ビジョン実現プログラム 2020

万回 万回
110

万回

参考：R2.2 航空を取り巻く状況と今後の課題

国際競争力の強化に資する都市鉄道の実現には
・航空・新幹線との連携強化
・国際競争力強化の拠点のまちづくりとの連携強化

の推進が必要である。

１）国の動き

コロナの影響を受け
観光を取り巻く状況も変化

観光

航空

鉄道



○国や市の動き

１ 横浜駅周辺を取り巻く状況
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１）国の動き

●MaaSや自動運転に対応した人が主役の都市交通ターミナルの整備

●様々な交通モードの接続・乗換拠点（モビリティ・ハブ）の整備 ●デジタル案内やスマホアプリ等による多言語の道・まち案内への対応

●地域の拠点となる交通拠点では、多岐にわたる機能が必要
参考：2040年、道路の景色が変わる（国交省）／交通拠点の機能強化に関する計画ガイドライン（国交省）

都市空間、交通まちづくりに対する将来ビジョンが変化しており、人中心の空間整備が進む



○国や市の動き

１ 横浜駅周辺を取り巻く状況

２）市の動き
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■横浜市の状況・・・人口減少の兆し
・直近(2022年１月１日)の人口は、377万2,029人と前年同期と比べて4,257人減少
・2021年中の人口動態※が前年からマイナスになったのは戦後初めて
※人口動態:社会動態（一定期間における転入、転出等）と自然動態（一定期間における出生、死亡）を合わせた人口の動き

参考：令和４年度予算案について（令和４年１⽉28⽇市⻑会⾒資料）

■市内外国人人口
・市内の外国人人口は増加傾向
・令和元年度に、初めての10万人超え

参考：⻑期時系列データ (人口・世帯)－外国人（横浜市ホームページ）

87,563 
92,139 

98,760 
105,287 

101,614 98,752 

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

110,000

H28 H29 H30 R1 R2 R3



○国や市の動き

１ 横浜駅周辺を取り巻く状況

２）市の動き

5参考：令和４年度予算案について（令和４年１⽉28⽇市⻑会⾒資料）

■令和４年度予算編成の基本姿勢
「誰もが自分らしさを発揮し、いきいきと安心して暮らすことができる街」



○国や市の動き

１ 横浜駅周辺を取り巻く状況

２）市の動き

6参考：令和４年度予算案について（令和４年１⽉28⽇市⻑会⾒資料）



１ 横浜駅周辺を取り巻く状況
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○神奈川東部方面線（相鉄・JR直通線、相鉄・東急直通線）
東京都心部との速達性の向上や広域鉄道ネットワークの形成等を図るため、
神奈川東部方面線の整備が進められています。
・「相鉄・ＪＲ直通線」：令和元年11⽉30⽇ 開業
・「相鉄・東急直通線」：令和５年３⽉開業予定

参考：鉄道・運輸機構ホームページ
相鉄・東急直通線（建設工事状況の様子）
2022年4⽉

路線概要図

新綱島駅（仮称）

新横浜トンネル



Ｋアリーナプロジェクト
（アリーナ、ホテル、
オフィス）

令和５年７月 竣工予定

横濱ゲートタワー
（オフィス、店舗、
プラネタリウム 等）

令和４年３月 オープン

(仮称)みなとみらい２１中央地区
37街区開発計画 （オフィス、
ホテル、店舗、駐車場）

令和５年１月 竣工予定

(仮称)みなとみらい２１中央地区
53街区開発計画 （オフィス、
店舗、オープンイノベーション
スペース、ホテル 等）

令和６年３月 竣工予定

ウェスティンホテル横浜
The Apartment Bay 
YOKOHAMA （ホテル）
令和４年５月オープン予定

LG YOKOHAMA 
INNOVATION CENTER
（研究所、事務所、
賑わい施設 等）

令和４年３月 オープン

首都高速道路㈱
神奈川局
（オフィス、駐車場）
令和３年４月 オープン

神奈川大学
みなとみらいキャンパス
（大学施設、研究施設 等）
令和３年４月 開校

○ みなとみらい２１地区：民間開発

１ 横浜駅周辺を取り巻く状況

8

令和４年度は２棟が竣工予定、街区開発(建設中・暫定利用含む)の進捗率は96％



１ 横浜駅周辺を取り巻く状況
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○みなとみらい２１地区：交通施策等

桜木町駅前と新港ふ頭とを結ぶ“⽇本初”の常設都市型ロープウェイ
「YOKOHAMA AIR CABIN（ヨコハマエアキャビン）」が
令和３年４⽉22⽇に運行開始しました。

＜電動キックボードシェアリングサービスの実証実験＞
地区の魅力や回遊性を高める「交通ネットワークの充実」や、
ラストワンマイルの「移動課題の低減」等を推進するため、
電動キックボードのシェアリングサービスの実証実験を実施しています。
《実証実験サービス期間》
令和３年10⽉21⽇～令和４年９⽉30⽇

＜歩行者ネットワークの整備＞
街区開発の進捗に合わせた歩行者ネットワークの
充実に向けて、観光・エンターテイメントゾーン
周辺の「（仮称）高島水際線デッキ」、及びみな
とみらい大通り沿道の「（仮称）37-38街区間
デッキ」の整備を進めています。

＜YOKOHAMA AIR CABINの運行開始＞

＜脱炭素化に向けた取組＞
環境省が実施する「脱炭素先行地域」に選定され、電力消費に伴うＣO２の排出を令和12年度までに
実質ゼロにすることなどを目指し、多様な取組を展開し、大都市における脱炭素化モデルを構築します。



○横浜国際園芸博覧会

１ 横浜駅周辺を取り巻く状況

令和９年３⽉から旧上瀬谷通信施設（旭区・
瀬谷区）で開催される横浜国際園芸博覧会に
向けた取組を進めています。

参考：横浜国際園芸博覧会パンフレット
（2021年9⽉発行）

10



２ エキサイトよこはま２２：現在の取組
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中央西口駅前広場

ＪＲ横浜タワー

ＪＲ横浜鶴屋町ビル

横浜
モアーズ相鉄ビル

（横浜ベイシェラトン
ホテル＆タワーズ）

新相鉄ビル

ルミネ横浜

横浜新都市ビル
（横浜そごう）

横浜スカイビル

きた西口駅前広場

横浜駅きた西口鶴屋地区

（仮称）
イオンモール横浜西口

ステーションオアシス地区

第１駅前広場



２ エキサイトよこはま２２：現在の取組
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○西口周辺
・中央西口駅前広場
・きた西口駅前広場
・横浜駅きた西口鶴屋地区市街地再開発事業
・ダイエー跡地 (仮称)イオンモール横浜西口

○東口周辺
○治水
○防災
○エリアマネジメント



２ エキサイトよこはま２２：現在の取組
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○西口周辺 ＜中央西口駅前広場＞

高
島
屋

新相鉄ビル

横浜銀行
ビル

横浜モアーズ

ト イ
レ

交
番

タクシー
乗り場

EV

障害者用
車両乗降所

JR横浜タワー

【整備済み】大屋根

屋根整備着手

令和３年度に、ＪＲ横浜タワー前の屋根の供用を開始しました。
４年度は、高島屋前の屋根の整備を行います。

※整備内容については、関係者との協議により、一部変更する可能性があります。

0 10 20
m



２ エキサイトよこはま２２：現在の取組
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○西口周辺 ＜きた西口駅前広場＞

ＪＲ横浜タワー 台町・
鶴屋町方面

歩行者デッキ（はまレールウォーク）

屋根整備着手

令和３年度は、工事に向けての関係者協議等を行い、
４年度は、屋根の整備を行います。
今年度中の完成を予定しています。

き
た
通
路

【整備済み】地下～デッキをつなぐエレベーター

(完成イメージパース)

※整備内容については、関係者との協議により、一部変更する可能性があります。

0 10 20
m



２ エキサイトよこはま２２：現在の取組
○西口周辺 ＜横浜駅きた西口鶴屋地区市街地再開発事業＞

15

令和元年度に、解体工事に着手し、
４年度は、建築工事を進めています。
５年度末の竣工を予定しています。（事業完了 ７年度予定）

※図は、現時点で想定しているイメージであり、今後変更する場合があります。



２ エキサイトよこはま２２：現在の取組

16

○西口周辺 ＜ダイエー跡地 (仮称)イオンモール横浜西口＞

計画地
横浜駅

令和４年２⽉撮影

令和４年２⽉撮影

パルナード通り 横浜ビブレ(既存)

住宅施設 商業施設

令和３年度に、解体工事に着手し、
４年度は、建築工事が行われています。
商業施設は、５年の秋頃の開業、
住宅施設は、７年１⽉竣工を予定されています。

※図は、現時点で想定しているイメージであり、今後変更する場合があります。



２ エキサイトよこはま２２：現在の取組
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○西口周辺
○東口周辺

・ステーションオアシス地区開発
・駅前広場の再編

○治水
○防災
○エリアマネジメント
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○東口周辺 ＜ステーションオアシス地区開発＞
令和３年度は、ステーションオアシス協議会において、駅周辺の良好な
都市環境の形成を目指し、基盤整備と連携した施設計画や、その事業性
について検討を行いました。
４年度は、計画の取りまとめを急ぎ、事業化に向けた取組を進めます。

みなとみらい２１地区

横浜駅

第１駅前広場

【西口】

【東口】

国道横断デッキ

国
道
１
号

帷子川横断デッキ

ステーション
オアシス地区

想定開発
（検討中）

既存のデッキ
レベル動線

既存のデッキ
レベル動線

※イメージ図であり、具体的な位置・規模を示すものではありません。

0 100m50



２ エキサイトよこはま２２：現在の取組
○東口周辺 ＜駅前広場の再編＞

19

Open Sky Terminal 

グローバルな交流拠点となり、国際都市の玄関口にふさわしい
魅力に満ちた、安全で誇れるまちを目指します。

昨今の社会情勢の変化等を踏まえ、
令和３年度に、「東口の再編方針（３つの方針）」を再整理しました。
４年度は、再編方針を踏まえ、ステーションオアシス地区の開発に
合わせた駅前広場やデッキ等の基盤整備計画を取りまとめます。



２ エキサイトよこはま２２：現在の取組
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○西口周辺
○東口周辺
○治水

・公共下水道の整備
・下水道管内水位の情報提供
・内水ハザードマップの改定
・帷子川水系流域治水プロジェクト

○防災
○エリアマネジメント



２ エキサイトよこはま２２：現在の取組
○治水 ＜公共下水道の整備＞

事業
スケジュール 総事業費 雨水幹線

の諸元
補助幹線
の諸元

雨水ポンプ場
の諸元

令和２年度工事着手
令和12年度竣工予定

約410億円 内径：φ3750mm
延⻑：約4.9km

内径：φ700～3250mm
延⻑：約3.2km

規模：幅30m×⻑50m×深60m
能力：約6.0m3/s

21

西区の岡野公園グラウンド内にて、雨水幹線整備のための立坑の築造の
工事を行っています。
令和４年度は、引き続き立坑の築造や、雨水幹線本体の工事発注などを
行います。

施工写真(外観) 施工写真

施工写真(全景)



２ エキサイトよこはま２２：現在の取組
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○治水 ＜下水道管内水位の情報提供＞

リスク察知

止水板

避難指示

早めに避難しよう！

令和３年６⽉から横浜駅西口４か所の下水道水位情報を本市ウェブサイト
で公表を開始しました。
４年度は、効果検証を行いながら、横浜駅東口などへの展開について検討
を進めます。



２ エキサイトよこはま２２：現在の取組
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○治水 ＜内水ハザードマップの改定＞
令和３年６⽉から「内水ハザードマップ」の対象降雨を想定最大規模
降雨(153mm/h)に改定し、ホームページで公表を開始しました。



２ エキサイトよこはま２２：現在の取組
○治水 ＜帷子川水系流域治水プロジェクト＞

24

近年の激甚化する自然災害により、甚大な被害が発生したことを踏まえ、
令和３年度に、帷子川流域治水協議会を設立し、流域治水プロジェクト
を策定しました。
４年度は、引き続きハード・ソフト一体となった実効性のある防災対策
の検討を進めていきます。

参考：神奈川県HP（二級水系の流域治水プロジェクト）
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○西口周辺
○東口周辺
○治水
○防災

・横浜駅周辺総合防災センターの運用
・デジタルサイネージ等の活用

○エリアマネジメント



２ エキサイトよこはま２２：現在の取組
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横浜駅周辺総合防災センターでは、市区要員で構成する「横浜駅情報連絡
本部」と「各派遣要員」が連携し、防災性向上に取り組んでいます。
令和３年度は、平⽇及び休⽇に発災した想定で訓練を２回実施しました。
４年度も、引き続き訓練等を実施し、関係者間の連携を深めます。

○防災 ＜横浜駅周辺総合防災センターの運用＞

震災想定訓練実施状況



２ エキサイトよこはま２２：現在の取組
○防災 ＜デジタルサイネージ等の活用＞
近年の急速なデジタル化の発展に伴い、横浜駅周辺についてもデジタル
サイネージ等の広告媒体の活用に向けて取り組んでいます。
令和３年度は、災害が発生した場合の滞留者・帰宅困難者等に対する
既存施設等の情報発信体制についてアンケート調査を実施しました。
４年度は、具体的な情報発信動画の作成等の検討を行います。
訓練放送の状況（ＪＲ横浜タワー）

27
滞留者・帰宅困難者避難マップ（上）
一時滞在施設NAVIのQRコード等の情報発信（下）



２ エキサイトよこはま２２：現在の取組
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○西口周辺
○東口周辺
○治水
○防災
○エリアマネジメント



２ エキサイトよこはま２２：現在の取組
○エリアマネジメント
令和３年度は、西口の駅前広場や東口のはまテラスなどにおいて、イル
ミネーションを実施しました。みなみ西口の高島屋前では、道路協力団
体の活動として、マルシェ等を開催しました。
また、カヤックツアーや西口・東口合同による清掃活動も行いました。

29

西口イートテラス
（公共空間活用）

西口イルミネーション

清掃活動

道路協力団体の活動

カヤックツアー

東口イルミネーション



令和４年度は、イルミネーションによる光の道を
「みなとみらい２１地区」「大さん橋エリア」から
「横浜駅周辺エリア」にもつなげ、夜の横浜観光の
目玉コンテンツとして、観光客等の回遊性の向上に
よる地域の活性化を図っていきます。

提供：ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ･ﾗｲﾄ･横浜実行委員会

２ エキサイトよこはま２２：現在の取組
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○エリアマネジメント

多様な人材が、組織や領域を越えてイノ
ベーションを生み出すことを目指す横浜
未来機構と連携し、令和４年度は、みな
とみらい２１地区をはじめとした周辺エ
リアと連携した取組を行うなど、更なる
発展に向けエリアマネジメントを推進し、
地区の価値向上を目指します。

＜横浜未来機構との連携＞

＜創造的イルミネーション事業との連携＞
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３ エキサイトよこはま２２：新たな取組
○エキサイトよこはま２２計画の更新

■エキサイトよこはま２２の構成

エキサイトよこはま２２では、 まちの将来像とまちづくりの考え方や方向性
を民間と行政で共有するための「まちづくりビジョン」や、具体の整備を進め
ていくための「基盤整備の基本方針」と「まちづくりガイドライン」を策定し
ています。その基本方針やガイドラインは、まちづくりの進捗やその時代の考
え方に応じて、進化・発展していくことを前提としています。

出典：「エキサイトよこはま２２」（平成21年12⽉）



３ エキサイトよこはま２２：新たな取組
○エキサイトよこはま２２計画の更新～更新の必要性

横浜駅周辺では、駅直近において民間開発や基盤整備等が進み、都市機能
の更新が図られました。一方で、依然として歩行者空間が不足しているなど、
まちの将来像実現に向けた課題への取り組みと、駅直近から周辺部へ都市機
能更新の波及が必要です。

（ＪＲ横浜鶴屋町ビルの完成）
＜西口駅前広場の再編＞

（横浜駅きた西口鶴屋地区の事業化）

（中央西口）（ＪＲ横浜タワーの完成）
＜民間開発の進展＞

＜歩行者環境等の整備＞
（鶴屋橋架け替え） （東口エスカレーター）（馬の背解消）

（きた西口）

32
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３ エキサイトよこはま２２：新たな取組
○エキサイトよこはま２２計画の更新～更新の必要性

また、横浜都心部のその他の地区においてもまちづくりが進展しています。
特に、みなとみらい２１地区では近年順調に開発が進み、横浜駅周辺地区と
の連携強化が急務となっています。

（北仲通地区）

＜みなとみらい２１地区＞

＜関内駅周辺地区＞

＜山下ふ頭周辺地区＞

山下ふ頭周辺地区



参考：横浜市
「SDGｓ未来都市・横浜」パンフレット
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生活
様式

技術
革新

環境
対策

防災
対策

コロナ禍を契機とした、新しい生活様式
・ウォーカブルな空間
・ゆとりある空間やオープンスペースと緑
・リアルな出会いや交流、実体験の場
・公共交通のあり方 など

AIやIoT化といったデジタル化の進展、
DXによる技術革新
・DXの推進 ・データや新技術の活用
・自動運転 ・MａａＳ ・新たな交通モード など

地球温暖化、気候変動の影響
に対する環境対策
・脱炭素化 ・再生可能エネルギー
・新たなエネルギー資源 など

激甚化する災害、切迫する大規模地震
に対する防災対策
・事業継続計画(BCP) ・防災レジリエンス(回復力)
・都市防災、事前防災のあり方 ・多様な避難環境 など

３ エキサイトよこはま２２：新たな取組
○エキサイトよこはま２２計画の更新～更新の必要性

加えて、将来の社会経済情勢の大きな変化や様々な社会的課題に対応すべ
く、将来にわたって持続可能なまちづくりが求められています。そのため、
策定当初に立てた戦略・方針・目標に対する再評価や検証を行い、計画の更
新に取り組みます。
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３ エキサイトよこはま２２：新たな取組
○エキサイトよこはま２２計画の更新～めざす未来の具体像

■地区別の将来市街地イメージ
■施策展開全体イメージ

計画策定当初に描いた将来市街地イメージや施策展開全体イメージを再評
価・検証した上で、めざす未来の具体像とその実現に向けた筋道を検討し、
グランドデザインとして、新たなまちづくりの方向性を示します。地元の市
民・関係者の皆様とまちづくりの方向性を共有できるツールとしてこれを活
用します。

■地区別の将来市街地イメージ（まちづくりビジョン）
(1) 横浜駅地区～世界と横浜をつなぐ玄関口、ホスピタリティあふれる横浜の顔
(2) 高島地区～横浜の発展を支える新しい都市機能と優れた景観・環境を備えた複合市街地
(3) ポートサイド地区～「アートとデザイン」をテーマとする複合機能を備えた都心居住地
(4) 南幸地区～様々な人々が楽しめる商業・文化・エンターテインメントのまち
(5) 北幸地区～成長企業が地域に育まれ、有力企業に共存して活躍するビジネスのまち
(6) 鶴屋町地区～明日をになう人材を育てる、交流・賑わいのまち
(7) 平沼地区～橫浜駅にもみなとみらいにもアクセスしやすい利便性の高い住宅・業務市街地

■めざす未来の具体像（グランドデザイン）

・再評価
・検証

具体化

【検討項目イメージ】
▶地区の骨格となる
｢軸｣、｢ゾーン｣、｢拠点｣

▶適正な機能配置
▶滞留・賑わい空間
▶魅力ある都市景観
▶環境
▶段階的なまちづくり

など

■地区別の将来市街地イメージ（まちづくりビジョン）

■施策展開全体イメージ（基盤整備の基本方針）
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３ エキサイトよこはま２２：新たな取組
○エキサイトよこはま２２計画の更新

グランドデザインの実現に向けて、｢基盤整備の基本方針｣と｢まちづくりガ
イドライン｣についても適宜更新し、良好な開発誘導に繋げていきます。

参考：「エキサイトよこはま２２」（平成21年12⽉）

基盤整備の基本方針 まちづくりガイドライン
【施設整備の基本方針】
１駅・鉄道 ２駅前広場
３歩行者空間
４自転車関係インフラ
５道路（幹線、骨格となる道路）
６駐車場 ７治水
８親水 ９環境インフラ
10 防災・情報インフラ

【分野別の基本方針】
１土地利用・空間形成分野
２環境分野
３防災・防犯分野
４景観分野
５歩行者・親水空間分野
６交通環境分野

【地区別ガイドライン】

各項目等について、
検証し、修正・⾒直
しを進めます。



３ エキサイトよこはま２２：新たな取組
○エキサイトよこはま２２計画の更新～進め方

37

令和４年度 まちづくり戦略調整会議を開催し、計画の検証、
修正・⾒直しの方向性や項目について検討・確認
各検討会や部会により、具体的な方針等について検討

検討組織

令和５年度末(予定)

計画の検証 計画の検討 改定案の作成 計画の更新

各部会 各部会

基盤整備検討会 ガイドライン検討会 エキサイトよこはま
エリアマネジメント協議会

まちづくり戦略調整会議

更新の骨子



むすび
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エキサイトよこはま２２の持続的な発展に向けて、
関係者と力を合わせてまちづくりを継続して進めます。

みなとみらい２１地区の発展や社会情勢の変化に対応した、
国際都市の玄関口にふさわしいまちづくりを進めます。
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